
　

等
級
ご
と
の
役
割
や
技
術
達
成
度
と
い
っ
た
評
価
基
準
だ
け
で
は
見
え
て

こ
な
い
、
日
々
の
顧
客
や
同
僚
と
の
関
わ
り
合
い
を
ど
う
評
価
す
る
か
―
―
。

全
国
７
カ
所
の
介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
を
運
営
す
る
日
本
老
人
福
祉
財

団
（
東
京
都
中
央
区
、
従
業
員
数
１
２
１
５
人
）
は
、
昇
格
基
準
の
明
確
化

を
は
じ
め
と
す
る
人
事
制
度
改
革
の
一
環
と
し
て
、
職
員
が
入
居
者
や
同
僚

職
員
に
対
し
相
互
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
し
合
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
の

報
告
を
、
賞
与
支
給
に
加
点
す
る
仕
組
み
を
４
月
に
始
め
た
。
経
営
企
画
部

の
井
尻
隆
夫
次
長
は
、
「
現
場
で
の
信
頼
関
係
の
深
ま
り
を
見
え
る
化
し
、

福
祉
の
仕
事
の
魅
力
を
伝
え
る
採
用
面
に
も
つ
な
げ
た
い
」
と
話
す
。

関
係
の
深
ま
り
を
共
有

貢
献
知
り
褒
め
る
機
会
に

　

同
財
団
は
、
関
東
・
東
海

・
関
西
地
域
に
大
規
模
な
介

護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
７

施
設
を
運
営
。
自
立
期
に
入

居
し
、
終
身
利
用
・
相
互
扶

助
型
の
ケ
ア
を
提
供
す
る

「
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

の
創
造
を
目
指
し
て
い
る
。

　

昨
年
４
月
、
介
護
や
看

護
、
調
理
栄
養
な
ど
10
の
職

種
ご
と
に
等
級
を
区
分
し
、

役
割
に
応
じ
て
40
〜
60
ほ
ど

の
詳
細
な
項
目
で
昇
格
の
基

準
を
明
確
化
し
た
「
キ
ャ
リ

ア
ラ
ダ
ー
」
の
仕
組
み
を
導

入
。
昇
進
コ
ー
ス
と
し
て
管

理
職
と
別
に
専
門
職
コ
ー
ス

を
創
設
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
複

線
化
し
た
。
管
理
職
層
に

は
、
行
動
（
コ
ン
ピ
テ
ン
シ

ー
）
評
価
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

能
力
向
上
を
促
す
と
と
も

に
、
個
々
の
職
員
が
目
標
を

設
定
・
共
有
す
る
管
理
手
法

Ｏ
Ｋ
Ｒ
（O

b
j
e
c
t
i
v
e
s
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n
d
 
K
e
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R
e
s
u
l
t
s

）

で
上
長
と
の
対
話
を
促
す
な

ど
、
人
財
育
成
改
革
を
進
め

て
い
る
（
23
年
６
・
25
号
、

７
・
15
号
で
既
報
）。

　

改
革
２
年
目
に
あ
た
る
今

年
４
月
、
こ
れ
ら
の
人
事
制

度
に
加
え
て
、
組
織
の
理
念

や
価
値
観
（
バ
リ
ュ
ー
）
を

体
現
す
る
行
動
を
加
点
方
式

で
評
価
す
る
仕
組
み
を
導
入

し
た
。
井
尻
さ
ん
は
そ
の
背

景
を
こ
う
話
す
。

　

「
昇
格
基
準
を
明
確
化
す

る
と
と
も
に
、
昇
給
の
仕
組

み
は
シ
ン
プ
ル
な
定
期
昇
給

で
若
手
職
員
の
昇
給
率
ア
ッ

プ
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
一

方
、
『
頑
張
っ
て
い
る
人
を

評
価
し
て
ほ
し
い
』
と
い
う

職
員
の
声
に
応
え
る
た
め

に
、
定
期
昇
給
に
加
え
て
加

点
方
式
で
行
動
を
評
価
す
る

制
度
を
採
り
入
れ
ま
し
た
」

　

具
体
的
に
は
、
組
織
の
基

本
理
念
や
行
動
規
範
（
左
図

上
段
）
に
基
づ
き
、
①
社
会

人
と
し
て
の
基
礎
的
な
行
動

・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
を
年

次
昇
給
係
数
、
賞
与
係
数
に

加
点
し
、
②
既
存
の
評
価
項

目
に
は
な
い
が
、
入
居
者
・

利
用
者
や
同
僚
職
員
へ
貢
献

す
る
行
動
を
、
賞
与
係
数
に

加
点
す
る
と
い
う
内
容
（
左

図
中
段
）。

　

特
に
ユ
ニ
ー
ク
な

②
で
は
、
入
居
者
や

同
僚
職
員
と
相
互
に

「
あ
り
が
と
う
」
と

感
謝
し
合
え
る
行

動
、
も
し
く
は
通
常

業
務
以
外
の
社
会
貢

献
活
動
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
活
動
な
ど
に
主

体
的
に
参
加
し
た
行

動
を
「
エ
ピ
ソ
ー
ド

シ
ー
ト
」（
左
図
下

段
）
で
ま
と
め
、
人

材
管
理
シ
ス
テ
ム
に

入
力
す
る
仕
組
み
だ
。

　

半
年
に
１
回
の
評
価
時
に

シ
ー
ト
へ
入
力
す
れ
ば
基
本

点
を
付
与
し
、
特
に
優
れ
た

貢
献
行
動
に
は
特
別
点
を
加

積
み
上
げ
、
達
成
・
未
達
成

の
明
確
な
基
準
で
昇
格
評
価

さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
で
今
回
の
賞
与
加

点
制
度
は
、
全
て
の
職
種
に

共
通
す
る
組
織
理
念
や
行
動

規
範
、
求
め
る
人
物
像
を
体

現
す
る
行
動
を
、
加
点
方
式

で
評
価
し
て
い
く
点
に
特
徴

が
あ
る
。

　

相
互
に
感
謝
し
合
え
る
関

係
性
の
構
築
と
い
う
観
点
を

現場での「ありがとう」を賞与に加点現場での「ありがとう」を賞与に加点
日本老人福祉財団のバリュー評価日本老人福祉財団のバリュー評価

人事制度改革を進める（左から）前川規・人事部部長、
井尻隆夫・経営企画部次長、皆川ひとみ・人事部課長、

馬場章夫・施設支援部職員

「
求
め
る
人
物
像
」
と
し
て

設
定
し
た
プ
ロ
セ
ス
に
は
、

各
施
設
で
実
際
に
採
用
を
担

当
す
る
職
員
と
の
協
働
作
業

が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

「
人
事
制
度
改
革
前
の
２

０
２
２
年
、
全
国
に
あ
る
全

７
施
設
の
採
用
担
当
者
ら
を

中
心
に
組
織
横
断
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、

求
め
る
人
物
像
を
話
し
合
い

ま
し
た
」（
井
尻
さ
ん
）

　

そ
の
結
果
、
３
４
５
項
目

に
及
ぶ
求
め
る
人
物
像
（
ペ

ル
ソ
ナ
）
が
出
さ
れ
、
そ
こ

か
ら
５
つ
の
要
素
を
抽
出
。

そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
を
端
的
に

伝
え
る
５
つ
の
人
物
像
と
キ

ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
作
成
し
た

上
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン

バ
ー
全
員
で
無
記
名
投
票
し

た
結
果
、
求
め
る
人
物
像
と

し
て
「〝
入
居
者
の
夢
を
叶

え
る
お
手
伝
い
〞
に
や
り
が

い
を
感
じ
る
人
」
、
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
と
し
て
「
た
く
さ

ん
の
『
あ
り
が
と
う
』
に
あ

り
が
と
う
」
が
選
ば
れ
た

（
下
図
）
。

　

「
私
た
ち
職
員
は
給
料
を

も
ら
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る

の
で
す
が
、
入
居
者
さ
ん
は

い
つ
も
『
あ
り
が
と
う
』
と

言
っ
て
く
れ
る
。
そ
の
こ
と

の
意
味
を
深
め
て
、
応
え
ら

れ
る
仕
事
を
し
た
い
、
『
こ

ち
ら
こ
そ
あ
り
が
と
う
』
と

言
い
合
う
関
係
性
に
共
感
で

き
る
人
物
像
で
す
」

Ｚ
世
代
か
ら
の
反
応

　

組
織
の
求
め
る
人
物
像
を

加
点
方
式
の
人
事
制
度
を
通

じ
て
評
価
す
る
、
そ
の
背
景

に
は
、
介
護
福
祉
業
界
で
も

深
刻
化
す
る
人
手
不
足
の
な

か
で
、
仕
事
の
魅
力
を
い
か

に
伝
え
て
い
く
か
と
い
う
問

題
意
識
が
あ
る
と
、
井
尻
さ

ん
は
こ
う
話
す
。

　

「
い
ま
介
護
分
野
の
有
効

求
人
倍
率
は
地
域
に
よ
っ
て

５
倍
以
上
に
の
ぼ
る
状
況
で

す
が
、
介
護
福
祉
を
専
門
に

学
べ
る
大
学
や
高
等
教
育
機

関
は
ど
ん
ど
ん
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
志
望
者
が
激
減

し
て
い
る
原
因
の
一
つ
は
、

若
い
人
に
介
護
福
祉
の
仕
事

の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
て
い
な

い
か
ら
。
近
年
学
校
側
か

ら
、
実
習
な
ど
を
通
じ
て
大

変
さ
だ
け
で
な
く
魅
力
を
伝

え
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
要
望

が
あ
り
ま
す
」

　

同
財
団
で
は
新
卒
採
用
に

力
を
入
れ
、
こ
こ
数
年
は
毎

年
30
人
前
後
を
採
用
し
て
い

る
。
今
回
の
賞
与
加
点
制
度

に
つ
い
て
も
、
若
年
層
か
ら

の
手
応
え
が
あ
る
と
い
う
。

　

「
先
日
合
同
企
業
説
明
会

で
こ
の
制
度
の
話
を
し
た
ら

あ
る
学
生
さ
ん
が
興
味
を
持

っ
て
、
志
望
し
て
い
た
幼
児

教
育
系
の
進
路
を
変
更
し
て

う
ち
に
内
定
が
決
ま
っ
た
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

『
あ
り
が
と
う
』
は
単
純
な

言
葉
で
す
が
、
介
護
福
祉
の

仕
事
の
魅
力
が
表
れ
て
い

る
。
そ
こ
に
、
Ｚ
世
代
な
ど

若
い
世
代
は
敏
感
に
反
応
し

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　

同
財
団
で
は
前
述
の
よ
う

に
職
種
・
等
級
ご
と
に
詳
細

に
定
め
ら
れ
た
「
キ
ャ
リ
ア

ラ
ダ
ー
」
を
通
じ
て
、
個
々

の
職
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務

に
応
じ
た
役
割
や
ス
キ
ル
を

会
社・法
人
訪
問

会
社・法
人
訪
問

　 

の
ペ
ー
ジ

の
ペ
ー
ジ

●
事
業
所
の
人
事
・
労
務
の

　

取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

一
般
財
団
法
人
日
本
老
人
福
祉
財
団

▼
本
部
…
…
東
京
都
中
央
区
日
本
橋

堀
留
町
１
―

７
―

７
Ｍ
Ｉ
Ｄ
日
本

橋
堀
留
町
ビ
ル
５
階

▼
代
表
…
…
小
口
明
彦
理
事
長

▼
従
業
員
数
…
…
１
２
１
５
人
（
５

月
１
日
現
在
）

▼
設
立
…
…
１
９
７
３
年
12
月

▼
事
業
…
…
介
護
付
き
有
料
老
人

ホ
ー
ム
〈
ゆ
う
ゆ
う
の
里
〉
の
運
営

算
す
る
。

　

な
ぜ
、
「
あ
り
が
と
う
」

な
の
か
。
そ
の
狙
い
を
井
尻

さ
ん
は
こ
う
説
明
す
る
。

　

「
介
護
の
現
場
で
は
、
顧

客
で
あ
る
入
居
者
か
ら
日
常

的
に
『
あ
り
が
と
う
』
と
言

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
何
気

な
い
感
謝
は
職
員
自
身
の
励

み
に
な
り
、
さ
ら
に
『
こ
ち

ら
こ
そ
あ
り
が
と
う
』
と
言

え
る
よ
う
な
関
係
性
の
深
ま

り
が
、
組
織
の
理
念
や
求
め

る
価
値
観
と
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
無
数
の
『
あ
り
が

と
う
』
を
そ
の
場
限
り
に
せ

ず
共
有
す
る
こ
と
で
、
例
え

ば
上
司
が
職
員
と
入
居
者
と

の
関
わ
り
を
知
り
、
褒
め
る

機
会
に
も
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」

求
め
る
人
物
像
、現
場
か
ら

採
用
に
通
じ
る
共
感

バリュー評価の概要
日本老人福祉財団の基本理念

１．私達は、老後の“安心”と“幸せ”を提供する
ことにより社会へ貢献します。

２．私達は、はたらく人達の“人間性”を大切にし
ます。

▼
企業としての行動規範（ケアスピリット）
わたしにとってあなたはとても大切な人です。

▼
求める人物像・採用コンセプト

たくさんの「ありがとう」にありがとう。

①職員に求められる基礎的な行動基準・能力
「全部門共通スキル」「ヒューマンスキル」と
して、全職種の昇格基準項目（キャリアラダー）
とコンピテンシー（行動特性）項目で点数化
　➡昇給・賞与係数に加点評価

②入居者・同僚職員への貢献行動
・「ありがとう」と感謝し合えた仕事・行動の
エピソード
・通常業務以外のプロジェクトへの参加や社会
貢献活動など
　➡賞与係数に加点評価

11

M1～M2等級S1～S3等級

バリュー行動（重点行動規範）としてバリュー行動（重点行動規範）として
加点評価基準へ加点評価基準へ

半年に一度の評価時に自己評価し、人材管理システ
ム上の「エピソードシート」に記入→組織内共有

「求める人物像」（ペルソナ）設定のプロセスは

採用担当者らから
出された345の人物像を
5つの要素に抽出

心の声を
聴くことが
できる 夢を叶え

る、そして
ありがとう

信頼を
得る

努力と
協力

相手に
やさしく

組織横断で
プロジェクトチームを構成

〇全国7施設の採用担当者12人
〇事務局人事総務部6人
〇施設インターンシップ担当 (20
代 ) 5 人

５つの要素ごとに
「求める人物像」と「キャッチ
コピー」をつくり、プロジェ
クトメンバーで無記名投票

求める人物像：“入居者の夢を叶えるお手伝い”にやりがいを感じる人
キャッチコピー：たくさんの「ありがとう」にありがとう。

（７） 第１８９２号令和 6年 6月 15 日　（毎月 3回 5の日） （昭和44年 2 月28日第三種郵便物認可）労 基 旬 報


